
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2022年1月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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TOPIX規模別指数の推移
（期間：2022年1月31日～2023年2月3日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202302_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 1,970.26 ▲0.63% 5.47% 2.05% 2.62%

日経平均株価 0.98%27,509.46

企業業績については、内需や設備投資計画が堅調を維持する一方、外需の減退や円安
効果の一巡、原材料価格が高騰した時期に仕入れた在庫の積み上がりなど、収益圧迫
懸念が残る状況になっています。国内株式相場は、世界的な景気悪化や足元の円高を
受けた企業業績の悪化懸念が下押し材料とみられますが、中国景気が早期に回復する
との見方や日本経済の底堅さが評価される可能性もあり、レンジ内で推移するとみて
います。

国内株式相場はレンジ内で推移

（期間：2022年1月31日～2023年2月3日）

情報提供資料
2023年2月6日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2023年1月30日～2月3日）

投資環境見通し（2023年2月）

先週の国内株式市場は、前週末比でTOPIXが下落した一方、日経平均株価は上昇しま
した。
週初は米国株式に連れて国内株式も上昇しましたが、FOMC（米国連邦公開市場委員
会）を前に上値の重い展開となりました。FOMCを通過後、米国の利上げ停止期待が
高まり米国ハイテク株が買われたことで、国内株式でもグロース株に買いが入り国内
株式相場を押し上げました。

MYAM Market Information
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